








であるところから、言葉のアクセントに合うように歌われてきた。謡や浄瑠璃もアクセントに合った節付けがされてきた。アクセントは時代によって変化し、また地域 よ て異なる 、節付けは作曲当時のものが譜に残されるため 古いアクセントが伝承されていることもある。　
近世音曲は、江戸で作曲されたものであっても、上方アクセントがと
ころどころに聞かれ、音曲の世界では上方アクセントが標準アクセントと考えられていた。長唄については、江戸時代の譜がなく 多くの曲が小十郎譜か になる め、本格的なアクセント研究 なされてこなかった。　
長唄のアクセント研究については、金田一春彦「邦楽 旋律と歌詞の









































瑙」のアクセントについ 検証し、金田一氏の説が実態と合わないことを指摘した。金田一氏は次のよう 述べ 。　　
　
長唄の旋律は歌詞のアクセントを尊重するあまり、ある語句のア




のやうに出てゐ ものであ 此 「 」なる語 山田美妙齋の
「日本大辭書」には勿論のこと、神保格先生の「アクセント辭典」にも放送局編の 「アクセント辭典」 にもメノオと出て居るくらゐで、メノオと言ふアクセントは東京で極く新しい時代に出現したものと考へられる。此のメノオノハシと言ふ節は、私の近所の師匠が発明したのか、その又師匠が発明したのか明らかでないけれども、兎に角此のやうな随分新しい の変化が、既に長唄の旋律に変化を及ぼすことは注目に値すると思ふ。 （譜は省略）
　
しかし、 《鶴亀》の明治、 大正時代の採譜や音源を調べたところ、 明治、














女子大学文学部・文学研究科学術交流企画「長唄における獅子物―二つの系譜―」において、 「能楽系の獅子―一節切から蘇るクルイ 古譜―」での「能楽の獅子と長唄のクルイ」の発表で、文政年間の《相生獅子》と《英執着獅 》で共通する部分のフシが現行と同じであると明らかにした。　　　
二
　《英執着獅子》の詞章と音楽
　《英執着獅子》は、宝暦四年（一七五四）三月より江戸中村座で上演された『百千鳥艶郷曽我』第三番目に初代中村富十郎（一七一九～八六）が踊った長唄である。作曲者は、そ 時のタテ三味線、初世杵屋弥三郎と考えられる。作詞者は不明だが、それより前 正徳・享保期一～三六）頃に大坂で刊行された詞章集『古今端哥 全』所収 《石橋》
や《番獅子》の詞章と似ている。このうち《石橋》は地歌《石橋》として伝承され、音楽もよく似ている（ 《英執着獅子》の詞章のうち、□で囲んだ部分が《石橋》と共通） 。　
この地歌《石橋》については、 『歌系図』 （天明元年［一七八一］刊）




頃に活躍した三味線方、 和歌村藤四郎は同じ京都で宝永四年（一七〇七）～延享三年（一七四六）頃に活躍した唄方であることが、前島美保氏の『十八世紀上方歌舞伎音楽の研究―囃子方を中心に―』 （平成二十三年度東京芸術大学博士学位論文）で明らかにされている。また 初代瀬川菊之丞（一六九三～一七四九）は上方の役者で、享保十五年（一七三〇）冬初めて江戸に下り、 元文二年（一七三七）冬に上方に里帰りしている。　『古今端哥大全』が正徳・享保期までに大坂で刊行されたとするなら、地歌《石橋》は初代菊之丞が最初に江戸に下る享保十五年冬より前に上方で踊った曲が地歌に残ったこと なる。 だし、その具体的な上演を確認するのは難しい。なお、初代菊之丞は、最初の江戸滞在中 享保十九年（一七三四）三月頃に江戸中村座で《相生獅子》を踊り 《相生獅子》にも地歌《石橋》や長唄《英執着獅子》と共通の詞章（ 《英執着獅子》の詞章のうち、傍線・二重傍線）や音楽の部分 ある。　一方、 『古今端哥大全』の成立年代に元文期も含まれるとすれば、地
歌《石橋》は、初代菊之丞が上方に帰って元文三年（一七 八）三月に
28











上方の役者で、 元文三年（一七三八）五月大坂角 芝居（岩井半四郎座）で《冨貴草都妻夫獅 》を踊っている。その二か月前に菊之丞は京都「しゝのしよさ」を踊っているので、富十郎は当然菊之丞の舞台も観ていたであろう。その後も富十郎は何回か 物を踊り、宝暦二年（一七五二）に三十四歳で初めて江戸に下り宝暦四年に本曲を初演。初演は大当たりで六月ま 大入りが続いたらしい。　
なお、 『古今端哥大全』所収《番獅子》も本曲《英執着獅子》と詞章
































































































































































































































































































































ち、上の一曲目《傾城》と下の一曲目《橋弁慶》の内題下に「杵屋六左衛門述」 とあるのが根拠であろう。 「述」 は作詞者の意味で使われてきた。《越後獅子》は上の四曲目なので内題下に「杵屋六左衛門述」とは書かれていないが 一曲目《傾城》の述の記載がここにも引き継がれたと考えら る。また、歌舞伎における長唄の作詞をタテ三味線 行っていことは、享和三年（一八〇三）に成立した『三座例遺誌』にも「浄留理の文句独吟のめり安ハ狂言作者より作りて渡す。長うた所作の文句ハ囃子町 立三味線これを作る事也。然れとも狂言にかゝハり る所作又拍子舞等ハ作者是をつく 」と記されている。正本に狂言 者 名が出ているのは、変化舞踊にも台本があり 台本を書いたのが だったからである。従って、作品全体の趣向は狂言作者によるものと考えられる。　《遅桜手爾葉七字》の成立については、前出「俳優叢談
　
〇中村歌右




化《七枚続花の姿絵》を踊って大入りを取ると、歌右衛門も七変化を踊りたいと強く希望し、初日から五日経っていたので すぐに狂言作者が段取 をつけ、 七変化《傾城》 《座頭》 《業平》 《越後獅子》 《橋弁慶》 《相模蜑》 《朱鐘馗》を出すことになった。ただし、 《傾城》 《座頭》は「有もの」で残 の曲を一夜で作詞すると、立三味線が一夜で作曲し、次の一夜で振をつけて翌日には初日を出した。このように準備期間が短かったにもかかわらず、全体に評判が良く大成功を収めた。　
実は、 三代目三津五郎の《七枚続花の姿絵》でも、 七曲のうち《源太》
と《猿廻し》は三津五郎が文化五年十一月森田座で踊 七変化《倭仮名色七文字》のうち同名曲を二曲そのまま使っている。し し、歌右衛門はこの時が初めての変化舞踊だったので、そのまま使える曲がなかった。そのためか、 《傾城》や《座頭 は「有もの」と言っても先行曲そのままではなく、アレンジされている（ 『邦楽 友』令和元年九月号に詳細あり） 。このほ 《業平》 《越後獅子》 《橋弁慶》 《相模蜑》も先行曲のアレンジになっていて、 急ご らえだったこと 十分うかがえ （ 『邦楽の友』令和元年十月号・十一月号に詳細あり） 。　
ただ、他の曲が先行曲を部分的に丸どりしているのに比べると、 《越

















































































































































































 歌詞のアクセントはボタンワモタネドエチゴノシシワ・オノガスガタオハナトミテである。譜と比較すれば高起式のアクセントをもつボタンワ・シシワ・スガタオ・ミテには何れも高く初まる旋律が配され、低起式アクセントをもつモ ネド・エチゴノ・オ ガ・ハナトには何れも低く初まる旋律が配されてゐる。斯くて此の曲の「弾いて歌ふや獅子の曲」までの二十三句の中、アクセントに逆つて旋律がつけられてゐるものが一つもないのである。









ど」がＨＬＬＬＬＨＬＬである。右の囲みの上部の五線譜は明治三十七年の北村季晴氏採譜の唄と三味線の譜であるが、演奏者は不明である。唄は下 金田一春彦氏採譜の小十郎譜同様にＨＬＬＬＬＨＬＬで東京アクセントである。しかし、三味線譜はＬＨＨＨＬ である。この三味線の旋律で唄うの Ｅ四世松永和風である。この部分については、稿末の表《越後獅子》に一覧で示したとおり、四世松永和風を除けば、唄のアクセントに揺れがない 金田一 指摘 次の東京アクセントに外れる例と同様になろう。　
金田一氏は次のように旋律が演奏者によって相違することを取り上げ
ている。　　


























響下で作曲された後の獅子物の詞章を取り込んでいる。詞章が共通する部分の四か所について、旋律とアクセントの関係を見たが、初演から変わらないと考えられる三味線の旋律には京阪式アクセントの反映をみることができる。また、一節切の譜を収める『糸竹五色貝』に掲載された《相生獅子》 の譜にも京阪式アクセントの反映をみることができた。 一方、唄の旋律は時代とともに徐々 東京アクセント 代わってしまったと考えられる。　
江戸で初演された《越後獅子》については、三味線の旋律も東京アク
セントを反映するものもある。多くの音源を比べると、唄に京阪式アクセントの反映と考えられる のもあり、金田一氏のいうアクセントに拘泥しない歌い方といえ のかもしれ 。　
長唄のそれぞれの曲の成立をみることにより、上方で初演された曲な

























歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 長唄稀曲譜 糸竹五色貝 東十郎 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
心づくしのな 67764677*17667 777776(7)･7*3*17UUUDUDD UDDDUDD DUDUDDU 4 4 4 4 4 4
此の 6*17667 *176 DU DU DU 0 0 0 0 0 0 0 0
年月をえ 2432323･7 64643･7 UDDDD UDDD DUUUU 3 1 1 2 2 2 2 2 2
いつか *3*1*376 0*3*1･76･7 DUD DUU UDD (2) (2) (2) 1 1 1 1 1 1
思の 6*1*376*17 *3*177*177 UDDDD DUDD DUDD 2 1 2 2 2 2 2 2
晴るやと 2443323･7 4643･7 DUDDD DUDDD UUDD 1 (0) (0) 2 2 2 2 2 2
心 ･6･7･7 1･7･777 UDD UDD DDD 1,2 1 1 2 2 2 2 2 2
ひとつに 674*176 7644*177 UDDDD DUD UUDD (2) 2,1,(0) 2 2 2 2 2 2
あきらめん 3433323 4643234 UDDDD(余るやら） DUUDD 0 0 4 4 4 4 4 3
よしや 36764 (3)*1646 DUD DUD (2) 1 1
世の中 4*1676432323 7*17743 UDUD UUDD 2 2 2 2 2 2 2 2 2
歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 東十郎 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
露 66 56 UU (2) (2) 1 1 1 1 1 1
東雲の 56(7)566 ♭7*266566 DUUUU 2 0 0 0 0 0 0 0 0
草葉に ♭7♭7♭7♭7 *2♭7♭7*2*3*2 UUUDD 1 0 0 0 2 2 2 0,2 0,2
靡く 563 5653* DUD 1 0 0 2 2 2 2 2 2
青柳の 76*16743 *17*1767*16443 UUDDD 0 0 0 0 0 0 0
糸（副詞と掛詞） 44 446糸 DD (0)副詞0 (0)副詞1 (2) 1 1 1 1 1 1
しほらしく 6733233 7*17764332(3) UUDD 3 4,3 3 4 4 4 4 4
二つの 67*1764674 *1777*1766667* DUUU 2,1 2､1､(0) 2 0,2 0 3 3､0
獅子の 423･7 33･756 UUD 1 1 1 1 1 1 1 1
身を ♭7*36 ♭7♭7*3*2*3*2 DU 0 0 0 0 0 0 0 0
なでて 7563 6565367 UUD 1 (0) (0) 2 2 0 2 2 2
頭を 6743東京古 *176437 DUDD 2 1 2,1 0 3 3 3 3 3
うなだれ (5)6767646 767767*17764 UUUDD 3 0 0 ,3 0 0 0 ０ 0,4 0
耳を 2423 64323 DUD 1 1 1 2 2 2 2 2 2
ふせ ･6･7 (3)･7･7 DD 1 (0) (3) 2 2 2 2 2 2
花に 6♭76 *2♭7♭76 DUD 1 1 1 2 2 2 2 2 2
宿 75 56♭7*2 DU (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
借る 63 63#4 UD 0 0 0 0
浮世の 236♭7 2323563*2♭7♭7DUUU (0) (0) (0),(2),12 0 0 1,0 2,0 2,1,0,
嵐 6563 563*2*3 UDD 0，2 1 1,2 1 1 1 1 1 1
彼方へ *1*1*36763 *4*3*17*3*3*3 DUDD 1，2 1 2,1,(2) 2 1 1,2 2 1,2 1，2
誘ひ 3*367 *4*3*176 DUU 0 (0)，0 0 3,0 0 0 0 0 0
此方へ 6743 *17643♭76 DUDD 2，1 1 2 ,1 2 2 1,2 2 1､古2 1，2
寄りつ 5633 *2♭763233 DUD 0 (0)，0 0 0 0 0 0 0 0
園の *2*3*2*3 *2*3*#4*3*1 DUUU (0) 0 1 1 1 1 1 1 1
胡蝶に 6*1767 *1*3*1767 DUUU 1 1,(3) 1 1 1 1 1 1
戯れ遊ぶ 3477333･7 4467*1776433･74DUUUDUD 0/0, (0) 0/(0) 4/0 3/0
己が 677 67*164 DUU 0 0 0 0 0
友 34 464 UU 2 1 1 0,2 1 1,0 1 1､古2 1, 2
呼ぶ 23･7 3･77(6)2 UD 0 0 0 0 0 0 0 0 0
獅子の #423434 （2）3234 UDD 1 1 1 1 1 1 1 1




歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 京（江) 京（日） 大阪 美妙 アク 放 発音 新明解東（日）
時しも 5666 5(6)6♭7*26 1 1 2 2 2 2 2 2
今は 756 6566 (0) (0) 1 1 1 1 1 1
牡丹の ♭7♭7♭7♭7 *2♭7♭7*2*3♭71 1 1 1 1 1 1 1 1
花の 563 656533 1 1 1 2 2 2 2 2 2
咲きや 6*1*1 2*3*17 0 0 0 0 0 0 0
乱れて 6*1674 67*1*17646 2 0 0 3 3 3 3 3 3
散るは *1*1*1 3*1*1 0 0 0 0 0 0 0 0
散るは 676 766 0 0 0 0 0 0 0 0
散り来るは 77443 7646311 0 0 0 0 0 0 0
散るは 6*1*1 ･7*1*1 0 0 0 0 0 0 0 0
散るは 676 766 0 0 0 0 0 0 0 0
散り来るは 77443 76463 0 0
ちりちり (6)7667656 767676♭7 (0) 1 0,1
散りかかる 6♭7566 ♭7♭76(56) 0 0 4 4 3
やうで 6563 ♭7*263 1 1 1
おいとしうて 566♭76♭７ 5656*2♭7♭7
寝られぬ 5666 ♭7665611 0 0 0 0 0 0 0
花 67 *17 1 1 1 2 2 2 2 2 2
見て 767 67*16 (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
戻ろ 343 4464311 0 0 2 2 2
花 6*3 *17 1 1 1 2 2 2 2 2 2
見て 767 67*16 (0) (0) (0) 1 1 1 1
戻ろ 343 44643 0 0 2 2 2
花には 676*17 6766*2*3#4 1 1 1 2 2 2 2 2 2
憂さをも *16764 *1*36744 (0),0 1 1 1 1 1
打忘れ 442323 64343223*17 2 0,5
歌詞 小十郎唄譜 小十郎三味線譜 長唄稀曲譜 糸竹五色貝 京（江) 京（日） 大阪アク美妙 アク 放 発音 新明解 東（日）
牡丹に 7666 666♭7*2 UUUU UUUU 1 1 1 1 1 1 1 1 1
戯れ 5653 65653 UUUU UUUU 0 0 4 4 0 4 3
獅子の 766 565 UDD UDD 1 1 1 1 1 1 1 1
曲 56 66 DD DD 0 0 0 0,1 0 1 1,0 0
げに 34 ･744 DU DU (0) (0) (0) 1 1 1 1
石橋の 4443 67643 DUDD DUDD 0，3 0 0 0
有様は 67777 *176737 UDDDD UDDDD 3，2 2 2,3 2 0 2 0,2 2,0 2，0
笙歌の *1*3*1*1 *3*#4*3*1*1 UUDD UUDD 1 1
花 67 76 UD 1 1 1 2 2 2 2 2
降り 44 46 DD (0) (0) (0) 1 1 1 1 1 1
簫笛 76４４ 7646
夕日の 4444 746 UDDDD UDDDD 1 1 0 0 0 0 0
雲に 32･7 232 DUD UDD 1 1 1 1 1 1 1 1,2許容 1
聞こゆべき 23333 23233 0 0 0 0 0 0 0 0
目前の 7*1*1*1*1 7*1*3*1*1 0 0 0 0 0 0 0
奇特 243 643･7 0, (0) (3) 0 0 0 0 0 0
あらた *177 676 1,0 1 1 1 1 1 1 1
なり 7767 737
39
アクセントからみた長唄《英執着獅子》と《越後獅子》
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